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1.はじめに

文字認識,音声認識、形状認識など認識を必

要とする処理において,その処理の自動化及び

高度化が強く望まれている.形状認識において

は様々な方法が提案されているが.局所的な特

徴を抽出し.それらを再び統合することによっ

て形状を認識する方法が注目されている.そこ

で,我々は特徴的な局所形状を抽出する形状検

索光学系と,抽出された局所形状を統合するニ

ューラルネットワークからなるシステムを提案

し,その動作の実現を目指して研究を進めてい

る.今回は,形状検索光学系の設計及びその動

作の確認とニューラルネットの構築を行った.

2、システムの構成および原理

図1にシステムの構成を示す.図1 (a)の

形状検索光学系は.ホログラム面(入力面) 、

データマスクとして用いる空間光変調器(Spa-

lal Light Modulator,以下S. L. M) ,

出力両及び2枚のレンズから成るフーリエ光学

系で構成される.ホログラム面には認識したい

形状の局所的な特徴を記録しておく.例えば,

四角形を認識したい時には図2(a)の様な角

の一部を記録し, 'I+'文字を認識したい時は

図2 (b)の様な形状を記録する.また.それ

らの局所的形状を構成するのに必要な画素数が

それぞれ違うため,その数を2進数で表し最下

段に記録した.このシステムにおいてあるホロ

グラムに記録された形状とS. L. M.に表示

した形状が同じであれは.ホログラムからの再

生光は,すべてS. L. M.で遮られ.出力面

には光は届かない.従ってそのホログラムに対

応する検出器の面上で暗点となる.

それに対し, S. L. M.に表示した情報が

少しでも異なればホログラムの再生光の一部が

透過し検出器に光が到達し明点として検出され

る.これより,暗点となった検出器を調べるこ

とによりS. L. M.の表示図形がホログラム

に記録されたものと同じであるかどうかを検索

することができる.この検索は,すべてのホロ

グラム情報こ対して同時かつ並列に行われ,高

速処理が期待される.
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このシステムを用いて以下の方法で図形の局

所形状を抽出する.まず,図1の様に認識を行

う図形を黒または白(1または0)の2値画像

とし,その図形の1部分をS. L. M.に表示

する.前述のシステムで,その局所形状がホロ

グラムに記録された形状と一致するか検索を行

い,その結果をコンピュータに入力する.検索

がなされれば,被認識画像はその検索された局

所形状を有しているということが分かる.次に,

1画素ずらした局所形状をS. L. M.に表示

し,同様の処埋を行う.そして,被認識画像を

すべて表示し終えるまで繰返し,局所的な特徴

を抽出する.抽出された特徴の一つ一つは,ニ

ューラルネットワークに入力され,再び統合さ

れて,被認識画像の形状が出力される.

3.システムの試作と検索結果

図1のシステムについて実際に形状の認識が

できるか確認をするために,形状検索システム

の予備実験系の試作及びニューラルネットワー

クの試作をそれぞれ行った.

今回 ,認識する形状として□,＋,△,の3

種類の形状を考えた.　ホログラムは,大きさ

2×2mmで,露光量を300 (μJ/cm2)

で作成し,情報は,図3の横軸に示した7つの

特徴的形状を記録した.また,それぞれのホロ

グラムの間隔は光検出部のフォトダイオードと

同じ1 0mmとした.

S. L. M.には,強誘電性液晶を使用した

DISPLAYTECK社製の変調器を用いた.

この変調器のコントラスト比及び応答速度は.

±9Vの印加に対してそれぞれ9 : 1,400

(μs)であった.

捜索結果を電流-電圧変換回路とADコンバ

ータを通してパソコンに入力した.図3にそれ

ぞれの局所的特徴に対する暗点電圧と最弱明点

の電圧,また,それらの間に設定したしきい値

を示す.　ホログラムそれぞれの位置や情報の

形状の違いによって出力電圧に違いが生じた.

図3検索結果

更にノイズの影響なども考えられ情報によって

暗点電圧と最弱明点の電圧の値やそれらの差に

かなりのばらつきかてた.しかし,すべての情

報に対して各々しきい値を設定することができ

たため,検索する上で影響はなかった.以上の

結果より.図1(a)の情報検索システムによ

り局所的な形状の検索ができた.

ニューラルネットワークは,入力層,中間層,

出力層の3層で構成され,一括修正モーメント

法により学習を行った.今回用いた7つの局所

形状についてのデータをそれぞれ入力すること

により3種類の形状の認識ができることを確認

した.

4.まとめ

今回は,形状検索光学系とニューラルネット

ワークの個々のシステムの実現性を確認するこ

とができた.そこで,今後これらのシステムを

組み合わせて簡単な形状の確認を行う予定であ

る.また.被認識画像の局所形状をまんべんな

くすべてS.L.M.に表示すると,変化のな

い部分を表示することがあり確認こ要する時間

が長くなる.そこで.エッジやコーナーなどの

変化のある部分を選択して表示できるアルゴリ

ズムについても考える必要がある.
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